
 

元請業者及び自主施工者は、建築物や工作物を解体・改造・補修する前に、石

綿含有建材が使われていないかの調査を行う必要があります 
 

令和５年（2023 年）１０月１日以降に着工する建築物の解体等工事

建築物石綿含有建材調査者

令和５年９月末までに一般社団法人日本アスベスト調査診断協会に登録された者

一定規模以上の解体等工事を行う場合、元請業者び自主施工者は、石綿の使用

の有無に関わらず、事前調査の結果を北海道等に報告しなければなりません 
 

解体作業の床面積が８０㎡以上の建築物の解体工事

請負金額の合計額が１００万円以上の「建築物の改造・改修工事」、「工作物の解体・改造・

補修工事」

石綿事前調査結果報告システム

レベル１・レベル２建材が使用されている建築物等の解体等工事を行う場合

は、『特定粉じん排出等作業実施届出書』の提出が必要です 
 

建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止対

策徹底マニュアル



特定粉じん排出等作業の完了後、元請業者等は、発注者への報告や実施結果の

記録の作成等を行う必要があります 

問い合わせたいことがある、届出書を提出したい場合は…… 

北海道アスベスト情報ポータルサイト


